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序

加茂市は新潟県のほぼ中央に位置し、市街地には加茂川が流れ、緑に映える加茂山もあり

ます。山紫水明の地として古くから北越の小京都と言われてきました。

加茂山山頂近くに青海神社があり、その周辺は青海神社遺跡として今までに、土師器、須

恵器などの破片が数多く発見されました。

加茂市役所遺跡は、青海神社遺跡のある丘陵の裾と低地が接する地点に位置しています。昭

和 30年 5月、市役所庁舎建築に際し、地下室部分を掘削中に縄文時代の土器片を発見しまし

た。直に工事を中断して発掘調査を行い、約 150点の土器片を採集しました。また、遺物包

含層と同一地層からクルミなどの植物遺体も出土 しました。

平成5年8月に市役所が移転しました。旧市役所庁舎の取り壊しをまって、平成6年3月に

先回遺物が出土した地点周辺の発掘調査を行い、縄文時代中期・後期の遺物を僅かですが採

集しました。本調査報告書は、先回出土した遺物を再整理し、今回出土した遺物とあわせて

調査したものをまとめたものであります。

青海神社周辺一帯は加茂山公園として市民に親しまれています。その地に先人が住み、往

時の生活用具の一部が出土したことは、市民に一層の親近感を懐かせ、遺跡への関心を高め、

遺跡保護の重要性をより深めたものと考えます。

本遺跡の発掘調査にあたり、ご指導・ご支援を賜りました、県文化行政課並びにご協カ・ご

援助をいただきました関係各位に心より厚くお礼申し上げます。

平成7年 3月

加茂市教育委員会

教育長伊藤笹男



例 言

1 . 本苔は新潟県加茂市松坂町268番地ほかに所在する加茂市役所遺跡の発掘調査報告魯である。また、併

せて昭和30年出土の資料についても再整理し、報告するものである。

2. 発掘調査は、旧加茂市役所斤舎解体撤去工事に伴い、加茂市教育委員会が主体となって、平成6年3月

11 U~3月 14日に実施した。調査面梢は約50面であった。

3. 調査体制は以下の通りである。
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4. 出土遺物は一括して加茂市教育委員会が保管し、その一部を加茂市民俗資料館で展ホしている。

5. 本書の編集・執箪は、伊藤 秀和がおこなった。ただし、第V章については、バリノ・サーヴェイ株

式会社に資料を委託し、同社より玉稿を頂いた。

6. 本害で示す方位はすべて真北である。磁北は、真北から西偏約7°10,である。

7. 閑版の空中写真は、（財）日本地図センタ ー発行の米軍が昭和22年 11月に撮影したものを使用した。

縮尺は約 1/16,000である。

8. 第 1 図 •第 2図• 第 3~の写真は八百枝 茂氏が撮影したものであるc

9. 本書に掲載した逍物は通し番号を付し、実測図と巧真の番号は同一としている。

10. 逍物実禎lj図・写真の縮尺は、第 11図・図版642を2分の 1、ほかすべては 3分の lとした。

11. 遺物の拓本は、断面左側に外面を示したが、第 11脳43と45は、断面右側が外面、左側が内面を示し

ている。

12. 発掘調査から本苔の作成に至るまで、下記の諸氏から多大な御教示・御協力を賜った。厚く御礼申し

上げる次第である。（敬称省略、 五十音順）
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第 1章 序 説

第 I章 序 説

1 . 加茂市役所遺跡の発見

本遺跡は、昭和30年に旧加茂市役所斤舎地下室建築の際に、地表下約4mの地屈から縄文土器片が出土し

たことにより所在が明らかにな った。このように深く 、涸地状のところから縄又士器が出土することは全く

予想できない事態であり、当時は稀有の造跡として認識されることにな った。

当時、加茂市教育委員会（以下、市教委）は、長岡市立博物館勤務の中村孝三郎氏に来跡顧い、指導を仰

ぐとともに、加茂市在住の八百枝茂氏（前加茂市文化財調査審議会委員長）が中心となって、 工事の合問に

逍物の収集を行った。 工事中の不時発見ということもあり、遺物の収集にとどまり、遺構などの確認は不可

能であった。収集された遺物は、縄文土器約150点、石鏃 l点、土師器1点、中世陶器2点、炭化材数点、梢

物遺体多且などであった。

それらの成果については、中村孝三郎氏ほかが、「嵐北.](新潟県教育委員会 1972)に土器を紹介され、八

百枝茂氏が 『加茂市史」上巻（加茂市1975)に詳述されている。両苔によって、縄文土器の年代が、縄文中

期r)ij菓～中菓、後期に比定されることが明らかになった。また、後害によ って、 市役所遺跡地屈図が図示さ

れ、逍物包含屈の位戦と堆積状況が明らかにされた。それらは、 今後の発掘調査の指針となるものてあ り、両

者の業績に対し深く敬意を表するものである。

第 ］図 地下室部分の土層断面写真（昭和30年）

第2図 地下室部分の遺物出土状況写真（昭和30年）
第3図 旧加茂市役所庁舎建設工事風景

写真（昭和30年）
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2. 調査に至る経緯

2. 調査に至る経緯

昭和31年に、旧加茂市役所斤舎（以下、旧市役所斤舎）は完成し、平成5年8J・J半ば過ぎまで、行政事務

がとり行われた。また、出土した逍物は、加茂市民俗資料館に収蔵され、一部が展示された。

平成5年8月、旧市役所庁舎の老朽化と行政事務の増大、駅前地区土地区画整理事業の整備なとから、 fii役

所の移転が計画、実行された。新加茂市役所庁舎は西加茂地区に完成し、 1日巾役所庁舎は取り壊し、社会教

育施設を建設するという方針が示された。この旧市役所庁舎解体撤去工事に伴い、遺跡の取り扱いが問題に

なった。

このような状況の中、旧市役所庁舎北側前面にて歩道と水路築造工事が実施されるに及び、文化財保護法

第57条の3第 1項に基づく通知が必要か否かで問題がおきた。市教委は 1月18日、県文化行政課主任の高橋

氏に現地視察を願い、埋蔵文化財包蔵地の捉え方や斤内連絡体制の不備、文化財保護法第57条の3第1項に

基づく通知提出が必要の旨指導を受けた。

市教委は、これを受けて、再殷関係各課に、文化財保護法第57条の3第1項に基づく埋蔵文化財発掘の通

知提出を依頼した。

加茂市は、 平成6年2月17日付けで歩道と水路築造工事・旧市役所斤舎解体工事に関し、それぞれ文化財

保護法第57条の3第1項に基づく埋蔵文化財発掘の通知を文化斤長官に行った。

その後、市教委は、関係各課と協議を頂ね、地下室解体部分は、立ち会い調杏、地下室北側の一部分につ

いては、発掘調査を行うこととした。歩道と水路築造工事部分については、掘削が進み、調査不可能である

ことから、断念せざるを得なかった。

また、調査方法、調査期問などについて、関係各課と協議を行い、重機は解体撤去工事のため搬入されて

いたものを借用すること、発掘調査区が市街地に隣接していることや加茂祭り前までに駐車場として利用す

る計画などが考慮され、急きょ平成6年3月11日から 5日問の予定で本発掘調査が実施されるはこびになっ

た。 市教委は、平成6年3月2日付けで文化財保護法第98条の2第1項に括づく埋蔵文化財発掘調査の通知

を文化庁長官に行い、発掘調査の準備に入った。

発掘調査終了後、旧市役所庁舎西側部分で道路工事が施工されるに及び、市教委は周知の遺跡の隣接区域

であることから、関係課に文化財保護法第57条の3第1項に基づく埋蔵文化財発掘の通知の提出を依顆した。

そして、加茂市は文化財保護法第57条の3第 1項に基づく埋蔵文化財発掘の通知を平成6年9月9日付けで

文化庁長官あて送付を行った。その後、市教委は工事方法、工事の進捗状況などを考慮し調査員の立ち会い

調査で対応することにした。しかし、遺構 ・遺物は検出されなかった。

以上が本遺跡を巡っての経緯であるが、周知の埋蔵文化財包蔵地に隣接する区域で開発行為を行う場合に、

埋蔵文化財発掘の通知が必要とされることについて、開発側と麒翻をきたし、対応が遅れることになった。今

回の事例を踏まえ、埋蔵文化財の特質と遺跡の範囲の考え方などについて、事前協議を密に行い、埋蔵文化

財保護に遺漏のないようにしなければならない。

なお、現在旧市役所跡地は、加茂山公園を訪れる方々の交通事情に供する駐車場として活用されている。

- 2-



第 E章遺跡の位紺と日境

第II章 遺跡の位置と環境

1 . 地理的環境（第4・5図、図版 I・2)

加茂市役所遺跡は、新潟県加茂市松坂町268番地ほかに所在する。加茂市は、新潟県のほぼ中央部に位紺

し、隣接する三条市、南蒲山上町などとともに県央地域と呼称されている。新潟市から南約30kmの地点に

位紺する。市域は東西に細長い形状を星し、粟ケ岳 (1,293m)に源を発するカII茂川が市域を北西流し、加茂

新1:1:lで信濃川に注いでいる。この1m茂川は七谷地区で段丘を形成し、文流の河JII沿いと合わせ、原始時代の

追跡を多く 生み出している。加茂JIIは多くの豊穣と水当等の苦難の歴史を併せ持ち、加茂市を成長・発展さ

せてきた川である。この加茂川にかかる橋や、京都の賀茂神社、賀茂川などに由米し、加茂市は「北越の小

京都」と呼ばれている。

加茂市役所遺跡は、延喜式内社として著名な胄海神社が鎮座し、東山丘陵の一角を占める加茂山から北西

部方向に、約 15゚ の緩傾斜で張り出した丘陵端部が低地に没する地点に位囲している。現地表面の標高は約

13mで、 肯海神社境内地との比高は約27mを測る。また、本地点は、加茂川が山問地を抜けて平野部に注ぐ

開u部左岸付近で、加茂山にくいこむ谷（俗称兎谷、現在は神池がある） (_)沿いにも位脳し、湿潤地に近接

していたと考えられる。

2. 歴史的環境（第6図）

加茂市内の逍跡は、現在約 110箇所確認され、その大半は、七谷地区に所在している。加茂市役所遺跡は、

}JU茂地区に所在し、力n茂山の眼下に位留する。加茂山周辺は歴史的には、 古代～中世の遺跡が多く確認され、

現在も加茂市のシンポルとして、巾民憩いの場として幣備され、多くの方々に利用されている。以下、加茂

山JJ,i辺の遺跡について年代順に概観してみたい。

旧石器時代と縄文時代の逍跡は、七谷地区の加茂川とその支流によって形成された段丘 l-:に集中する。 1111

1炎山周辺では、遊覧場遺跡 (8)と加茂市役所遺跡から南西約2kmに所在する花立追跡 (14)があるにすぎ

ない。前者は、遺跡登録されてはいるが、遺物の所在なども不明で、後者もごく仰少な上ぜ壮片の採集にとと

まり、詳細は不明となっている。

弥生時代の追跡は、加茂di内では、未発見である。 古柑時代になると、沖栢地への進出が進み、石川遺跡

(1)、釜渕遺跡 (2)、千刈追跡 (3)などが確認されている。千刈逍跡は、河}11改修の際、多只の古墳時代後

期の土師器が採集されている。釜渕迫跡は、今年度、発掘調査が行われ、 古墳時代削期・後期の土師器が多

吊に検出された。また、石Jil遺跡でも古項II寺代前期の線刻付き堪形土器が採集されており、典味深い資料で

ある。 このように、加茂川下流域の両岸に古墳期の遺跡か展開している。 占墳も卜条川を挟んで南方の丘陵

I. に確認されている (15•16) 。

古代・中世では、百海神社境内地一帯に展開する百海神社遺跡 (7)から須恵悩・中世陶器が採集されてい

るが、古代の造物は概して少ない。青海神社は延喜式内社に比定されることや「廿洵」の地名などから、本

地域は古代蒲原郡吉海郷の中心地と想定されているが、現段階では考古学からそれに答えられる状況ではな

い。また、青梅神社境内に存在した経塚から、治承2年 (1178)の5名をもつ糾銅製経筒などが出土し県指定

文化財となっている。さらに、加茂山および周辺には約 17j3千枚の古銭が吉岡編年11期（吉岡1989)の所

!ifと思われる珠洲焼壷に入って発見された1m茂の古銭出土地 (5)や出山貨船神社迫跡 (6)、元治元年 (1570)

に 1こ杉氏の家臣弔部甚甫守が築城したとされる加茂山巽害城砦跡 (11)、剣ケ峯城跡 (12)、城山砦跡 (13)

が存在し、古代～中世期において堕要な場所であったことが理解される。
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2. 歴史的環境

．．二．．ヽ "'X ・'-V>-'fh<I 0.-,._, . ._, ·• """"シー／

第 4図 加茂市役所遺跡周辺の地形図 (S= 1/ 10,000) 

加茂市作成加茂市街図 1: 10,000 平成4年2月 編纂

第5図 発掘調査区位置図 (S= 1 /2,500) 

加茂市作成加茂市街図 l: 2,500 平成2年2月 発行
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第 0姦遺跡の位値と環況

t り

第 1表 周辺の遺跡一覧表 (No.は第6図に対応）

No. 逍 跡 名 種 別 時 期 No. 逍 跡 名 種 別 時 期

1 石 JI! 遺 跡 遺物包含地 古項 ・古代・中世 18 此 福 寺 跡 寺院 址 中 世 ・ 近世

2 釜 渕 追 跡 II 古項 ・古代・中世 19 天 徳 寺 辺 跡 逍物包含地 中 世

3 千 刈 逍 跡 II 古 墳 ・ 中世 20 猿ケ山遺跡 II 縄文 前 ・後期

4 加茂市役所遺跡 ,, 縄文中・後 ・中世 21 岩 野 原 D逍跡 II 縄 文

5 加茂の古銭H日地 中 世 22 岩 野原 A ii'.i跡 II 縄 又 中期

6 宮山貨船神社遺跡 追物包含地 古 代 ・ 中世 23 岩 野原 C遺跡 II 縄文後・晩期

7 召 海神 社 造跡 JJ 古 代・中 世 24 岩 野原 B追跡 ,, 11:I石器 ・縄文中期

8 遊 覧 場遺跡 II 縄 文晩期 ？ 25 薬 師山城址 山 城 rl 1 世， 上 條 館 跡 館 跡 中 世 26 松ケ沢逍跡 追物包合地 縄文 111 期

10 」こ 條 要 害 山 城 中 世 27 七谷忠魂碑遺跡 祭祀跡 縄文 中 ・後期

11 加茂山要害城砦跡 II 中 世 28 石高 山城址 山 城 中 世

12 剣 ケ峯城跡 II 中 世 29 石 山 城 址 II 中 世

13 城 山 砦 跡 II 中 世 30 西 ケ峯 塁 襴 II 中 世

14 花 立 遺 跡 遺物包含地 縄文中 ・古代 31 西 ケ峯砦跡 ,, 
中 世

15 福島 古 項群 古 項 古 墳 32 西 ケ峯城址 /I 中 世

16 留 の浦 古 墳 I/ 古 墳 33 下 大谷城址 /I 中 世

17 天 神 口 遺跡 遺物包含地 古 代 ・ 中 世 34 上 黒 水遺跡 遺物包含地 縄 文
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3. 東山丘陵縁辺部における縄文時代の遺跡

3. 東山丘陵縁辺部における縄文時代の遺跡（第7図）

ここでは、行政区分域として、新糾市 ・五泉市・小須戸町・ FEI上町・村松町 ・1JUi炎市 ・三条市 ・栄町・ 見

附市の各一部地区を包括し、新潟平野束縁部にあたる東山丘陵西側縁辺部と東側縁辺部に所在する縄文時代

の造跡分布状況についてふれてみたい。該区域に立地する遺跡は信屈川・ 早出川 ・加茂川・ 五十嵐JII・刈谷

田川などの河JIIによって区切られ、そのほとんどが丘陵縁辺に展開する台地に立地する。本区域は近年、 寺

崎氏が縄文中期を中心とした拠点的集落跡の抽出から地域プロ ックの存在を示したなかの、本遺跡が位溜す

るプロック (D)新部 ・村松丘陵域を中心とし、 (E)栃尾 ・下田丘陵域、 (F)信濃川右岸中流域の一部を含

んた地域に相当する（寺~ 1994) 。 第 7 図には、寺崎氏が抽出した拠点的集蕗跡だけではな く遺物散布地ほ

かも記入しており、発掘調査事例（該区域内では大小規模問わず 18遺跡）が少なく詳細不明の遺跡が多いこ

と、分布調蒼などの粗密粒があることなどをあわせ考えると、必ずしも意味のある分布を把握できる段階て

はないと思われるが、以下この分布図から読み取れる事項を現状認識、今後の視点とすべく述べてみたい。

本区域において現在確認できる縄文時代遺跡総数は 96である。時代別逍跡数は、前期 10・中期41・後期

44・晩期21・時期イ澗明（各文献に縄文、 石器などと記載されているものなど） 28である。本区域における縄

文時代の遺跡の形成は前期に遡り、散発的に土器が出土している。 草水町2丁目窯跡 (6)・古屋敷 (30)・ 安

出 (53) ・綾ノ 前 (68) • 吉野屋 (72)・山崎A (78)・弥堀田遺跡 (79)などで発掘調査が行われ、 前期の

土器が出土しているが、該期の明確な遺構は検出されていないようである。中・後期になると逍跡数が急増

し、該期の活発な活動か窺える。概して、中期のみの逍跡は少なく、複数時期にわたる逍跡が多い。 2時期以

上34遺跡、 3時期以上 12遺跡である（前期からも含む）。 3時期以上にわたる逍跡として、 赤坂 (21)・ 川船

河 (38)・牧 (44)・ 岡屋敷 (48)・ 安出 (53)・綾ノ前 (68)・ 吉野屋 (72)・山崎A (81)・ガクラ (83)・

黒坂 (84)・ 前山 (85)・塔ケ峠 (95)か第げられる。これに、居住追構が検出されていること、多品の遺物 ・

特殊逍物か検出されていること、寺崎氏が拠点的集蕗跡と推定されている逍跡などから、原 (7)• 平 (11)• 

古屋敷 (30)・塚野 (33)・保明浦 (36)・下戸倉 (51)・矢津 (58)・上野原 (65)・羽黒 (87)を抽出し加

算すると合計21逍跡が数えられる。これらの遺跡をある一定範囲内における中心的遺跡とすることが許され

るならば、小須戸町、加茂～三条市の一部地域に空白域を残し、それを核に遺跡の集中する地点が認められ、

有機的な関係が想起される。特に、五十嵐川と刈谷田川に挟まれた区域では綾ノJi,i遺跡 (68)を起点として、

3~5kmmJ隔で中心的な遺跡か存在することが指摘できる。村松町域では2~4km間附で中心的な逍跡が存

在しているが、明確な形で遺跡群は形成しない。しかし、この遺跡群として認識された1いには、一つの遺跡

として括られるもの、逍跡の時期差などから、視党的に把握されたに過ぎないものもあり、今後の検討課題

を多く含んでいる。

また、 本県では、縄文後・晩期になると気候の寒冷化による環境変化とそれに伴う生業活動の変化などか

ら低地部へ逍跡の進出が見られる（中島1986)が、本区域でも同様の状況を石取することができる。栄町長

畑逍跡 (76)や近年では、田上IIIJ保明浦遺跡 (36)、栄町堰面遺跡 (78)なとが発掘調査され、前者では墓

壊と推測される追構から多呈の縄文晩期の土器などが出土し（田畑 1993)、後者では溝状遺構から縄文後期

の土器が検出され（安藤正美 ・大橋信彦氏教示）、居住を意識した形態での追跡の進出が想定される。これら

の遺跡は斤陵縁辺部から約 1~4km程離れた沖積地上に位固している。後・晩期のみならず、小須戸町横川

浜堤外地逍跡 (25)では、信濃川流域沿いの自然堤防上と推測されるところから縄文中期土器が採集されて

おり、沖梢地での縄文期の遺跡の在り方に注意する必要がある。

以上、雑駁であるが該地域の縄文時代遺跡分布状況をかいま見た。しかし、遺跡の詳細な時期比定や地形

分類、加茂川、 五十嵐川とその支流域沿いの遺跡との関係など、検討すぺき課題は多い。
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第皿汽発掘曲在の概按

第皿章 発掘調査の概要

1 . 調査の方法（第8図）

調杏I~はあらかじめ設疋されており、地表血卜約 lm程すでに掘削されていた状態であったため、『加J炎rli

叫上巻 C1JII茂Hi1975) の地屈図を話に、縄文土器が出土したとされる逍物包含}~までl:M機 (0.4m'のバッ

クホー）を使い、掘り卜げた。その後は、人力により逍構 ・辿物の確認を行った。しかし、明確な形で土船

が出土せず、湧水が激しいこともあり逍構・逍物ともに検出できなかった。そのため、 グリッド杭の設疋は

せず、屈序の確認にとどま った。 実測は（株）小柳組に依頼し、調査区範囲と自然木の出土位戦のみ行った。

2. 調査の経過

2 JI 7日 （月） 地下至解体部分の立ち会い調査。縄文土器片 ・植物遺体少呈を検出する。二条rli下保内

在住の胄LII滅八氏にご協力頂く。

発掘調杏は 4日間、延べ人数 11名で、調斉面積は約50m'であった。

3月111::1(金） バックホーにより、堆梢土の除去を行い、逍物包含尼iの確認に努める。北壁上部から、 土

師器の細片を検出し、 平安期以降の逍物包含が期待されたが、すでに上部は掘削されて

おり、確認できなかった。八百枝茂氏来跡。

3月12日 （土） バックホーにより、堆積土の除去を行い、迫物包含層の確認に努める。暗黒色土 (Xll囲）

中から縄文：：I::器片が検出される。また、自然木2点を検出する。北壁精杏。八百枝茂、関

正平氏来跡。

3月13日 （日） 北竪精杏・ 写真撮影を行う。八百枝茂氏米跡。

3月141::1(月） 完掘写兵撮影、調在区位四図と自然木出土地点の記録を行う。り後に、念の為深掘りを

3 . 層

行ったところ、さらに下｝溢の暗黒色土 ('fl梱）から、縄又土器片が数点検出されたため、

調斉Ii全域にわたり、掘削したが、追構・造物は検出されなかった。発掘調杏終（とし、

器材の撤収を行う。

序（第9図、図版4)

本凋全区は、調査叫ijに約 lm程、掘削されており、現地表面からの正確な土囲堆柏状況は確認できなかっ

た。 I 脳の表 1 ・Jv/は、周囲との比；iり差や 「加茂市史」 」·.~(/JI!茂市 1975)を参考に し、図ホした。市史記載

の地h~図とは相迩点もあるが、おおむね逍物包含屈は対応する。また、今回の調査では、 IIF.!iから士師器の

細J-iが検出され、昭和30年にも土師器や中世陶器が採集されていることから、 11庖に占代以降の造物包含/:"i

及び逍構がイ子在した可能性も考えられたが、明らかにしえなかった。

縄文時代の辿物包含洲は、暗黒色を品し、間屈を挟み2枚確認できた。 上部包含層 (Xll枢i)が地表下約3m、

梗高約9,5m、下部包含府 ('IN/:'ti)が地表下約4m、標高約8,5mに相当する。しかし、今回の調査では、 上ード

包合屈の時期を明確にする状況での遺物の出土は見られなかった。m梱~XI屈にかけては、加茂川の度・頂な

る氾濫の結果であろ うか、 ・i;灰色と暗茶色の粘質土と砂質土が互厨状を呈して堆栢している。

なお、 十屈断r紺似lの I~XI脳までは、調査区北壁、Xl~'t,tl削については調杏区西壁から作成し、 合成した。
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第m章 発掘訊介0)概要

こ］
第8図 発掘調査区設定図 (S= 1/400) 

l. 自然木No.l出土地点

2. 11 No. 2 11 

； ::: 窃：：；
翁蒸発掘調五区

璽11!1 昭和30年調査区

。
!Om 

土附註記

I眉 表：Lおよび攪乱屈

II眉 暗黒色粘判土 （逍物包含層？）

H m~ 因 廿灰色粘質十，

IV屈 {j-}火色砂Tl寸．

v脳 賠茶色土

宵色帖土 V VI眉 胄灰色砂囲_Iこ（小礫を多預に含む）

vn荊 賠黒色砂刊•土

2M-冒＇ vn 
VII阿 Yi"白色粘囲土

IX/i'§ 古灰色粘阻:1•
X x屈 暗茶色粘灯士

XIA~ 賠茶色砂打土
虞植土を含む膏色帖士 XDh~ 暗憩色土 （逍物包含屈）

謳.............. 4位匹微黒色沈泥 Xlh'§i 暗茶色上
（遺物包含層）

XIV屈 ,~;-灰色砂吃a
青色帖土

4M_,. W尼i 賠黒色:I・(遺物包含層）

゜
lm 

.~; 灰色粘囲土〔八百枝 1切5から転載） I I I 問屈

第9図 加茂市役所遺跡土層断面図 (S= 1/50) 
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第IV究逍 物

第IV章 遺 物

今lnlの発掘調査において出土した辿物はこくmか（約20点）であり、図示し得たものは第 11脳36・37の

みであった。ゆえに、ここで掲載する造物のほとんどが、 l附和30年に地下至部分から出土 したものであり、

lり整理・ 再検討の意味も込め、報告するものてある。

なお、その追物については先に述べたように、「嵐北』（新潟県教育委員会 1972)・『加茂市史』 J.:咎 (1J[l戊

101975)にて、苺真で紹介されている。
註(1)

また、今回検出された自然木の樹種同定にあわせ、昭和30年出 I.の炭化材、柏物迫体なとについても自然

科学分析を依顆し、一緒に報告する（第V章）。

以下、昭和30年出土資料と平成6年発掘資料とを分離せず、 一括して種別ごとに報告する。

1 . 縄文土器（第 IO• 11図33,.....,41、図版6)

！ぷ種はほとんどが深鉢形土器で、 1点のみ浅鉢形土器が認められる。しかし、すぺて破片資料であるため、

全体の器形を窺えるものはない。部位と文様を中心に分類を試み、時期別に述ぺる。

第 I群（第10図 1~32・図版6) 本群は縄文中期前菜に屈するものである。

1類 (1~14) 口縁部資料を本類とした。

1 -a類 (1) 横走する平行沈線間（幅約1.5cm)にヘラ状丁．具で、縦位集合沈線文 (1cm間で3沈線）

が描かれる。ゆるいくの字状を呈する頸部から直立きみにU縁部は立ち上がる。また、頸部には無又帯

をイiする。黒褐色を呈 し、胎土に金雲母を含む。 U絃部内面に一次焼成を受けている。

1-b類 (2、3)連続爪形文を持つという点では、以下のg類まで共通するが、施又の位領、口縁部形態な

どから細分類した。本類は口唇部に連続爪形文を施文し、その卜部は縄文地 (LR縄文）」こに横走する半

隆起線文を描く類である。 2はやや内浩ぎみの口縁部で、「l径は31.4cmを測る。磨滅のため、爪形文と

縄文地ははっきりとしない。焼成良好で浅黄橙色を星する。 3はやや外反ぎみに立ち上がる口縁部である。

焼成不良で暗褐色を呈する。

1-c類 (4~7)LI唇部直下に連続爪形文を施し、 口縁部に無文帯を持つ口縁部～頸部資料を本類とした。

5と6は胎土、文様などから同一個体と考えられる。 4・5・6はゆる＜外反し、 7はキャリパー状を呈す

る口縁である。 口縁端部の形態は、折り返し状のもの4、丸くおさめるもの5・6、ほぼ水平にするもの

7、に細分される。 6と7において、無文帯下部にも半隆起線文、連続爪形文が見られる。 4は、連続爪

形文の施文深度が他に比べ浅い。また、 4は黒褐色を坐し、胎土に金雲母を多量に含む。 5・6は胎土に

砂粒が目立つ。

1 -d類 (8) 直立ぎみの口縁部でモチーフはC類に類似するが、縄文地を残す。磨滅が許しいため、 半

隆起線文などがはっきりしない。浅黄橙色を呈する。

1-e類 (9) 口呂部に小突起を有し、直下に連続爪形文を施している。

1 -f類 (10、11)やや幅狭の半隆起線文を多条に施し、ゆるく外反する口縁部を本類とした。 11は磨滅の

ため明確ではないが、いずれも縄文地上に半隆起線文、連続爪形文が施文される。 10は薄手の作りで最

大匝は0.8cmを測る。胎土に金雲母を含み、焼成不良で黒褐色を呈する。 11は口唇部に突起を有し、頸

部下に3~4条の半隆起線文を区切る形で「し」の字形の貼付突起がある。

1-g類 (12) 4単位の大波状口縁を呈し、連続爪形文と半隆起線文が口縁に平行して施又される。半陥
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第 11区 出土遺物実測図 (S= 1/2、S= 1/3) 

起線文で区画された中は縄文地を残し、その下部に再び、連続爪形文と半隆起線文が配される。 U縁端

部は折り返し状を呈する。 口唇直下の爪形文は、施文深度が浅く、問隔も狭い。逆に頸部の爪形文は施

文深度か深い。焼成不良で、胎土に金丞母を含む。

1 -h類 (13) n縁部に2条の横走する半隆起線文を施した下部に、 1条の連続爪形文を配するものであ

る。口縁埋部はやや内ソギ状を呈す。口径は 26.0cmを測る。焼成良好で、明黄褐色を足する。

1 -i類 (14) IJ縁部に4条の半隆起線を施し、頸部は無文帯を作出する。半隆起線上に爪形文は施さな

い。 口径23.0cmを測る。明橙色を呈する。

2類 (15~20) 頸部資料を本類とした。

2-a類 (15~17) 半隆起線又と連続爪形文を有するものを本類と した。 15・17は直立、 16はややくびれ

て立ち上がる。 17は2条にわたって施文深度が浅く、弱い連続爪形文が施される。口縁部の可能性もあ

る。 15は外面に二次焼成を受けている。また、胎土に微呈ながら金丞母が含まれている。 16は明橙色を

呈する。

2-b類 (18~20)縦位に棒状の粘土帯が貼付されているものを本類とした。 19は胎土、色調などから9と

同一個体の可能性がある。 18、19ともに胎土に微磁ながら金宰母を含む。 20は縄文地上を半陪起線文

で区画し、その問に棒状の粘土帯を貼付する。また、粘土帯下部にはポタン状の粘土帯が貼付されている。

3類 (21~31) 胴部資料を本類とした。

3-a類 (21~23) 半隆起線による区画内に格子目文を施すものを本類とした。 21は明橙色を呈し、胎土

に金雲母を多品に混入する。 23は径0.7cmの円形孔が見られ、補修孔と考えられる。

3-b類 (24~29)縄文地上に縦位の集合沈線を垂下させるものを本類とした。本書に掲載していない資

料の中でも多く認められる類である。 26、27は同一個体の可能性がある。 25は内面に二次焼成を受け

ている。
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4. ii~llt 陶器

3-c類 (30、31)縄文地上に乎隆起線文を縦位に施すものを本類とした。 30は底部に近い部位で、器厚は

1.5cm、底部付近径 19.5cmを測る。また、 一部にB字状文の施文が見られる。施文深度が他の土器に比

ベ深く、竹行以外のエ具で施文されている可能性がある。明凶褐色を坐し、内面に二次焼成を受けてい

る。 31は胎土に微品の金伍栂と多州の砂粒を含んでいる。

4類 (32) 底部狩料である。

底径7.7cmを測り、網代1良を残す。 Hlol部には斜行縄文が施されている。11):J橙色を星する。土器の胎土 ・色

調などから本群に含めた。

第II群（第11図33、34・図版6) 本群は縄文中期中葉に屈するものであるc

33は口縁が 「＜」の字状に屈折する浅鉢である。 口縁に平行して沈線が施文され、以下撚糸文を有する。内

面黒褐色を呈し、丁寧にB召かれている。胎土に0.5cm大の礫を含む。

34はLI縁部に把手が付される深鉢である。口縁部はやや内湾し、把手は横プjii,Jに1瓦開する。降帯を貼り付

け、その上に沈線を施す。灰褐色を畢し、胎土に金塞母を含む。

本群はその文様の特徴などから、人木8a式期に対比される。

第Ill群（第11図35~41・図版6) 本群は縄文後期初頭～前菜に限するものである。

35はゆるやかに開き小波状を坐する口縁部破片である。 口唇部に刻目を施し、幅太の沈線をその下部に'V

行させ口縁部区画内に縄文を充頃する。頸部には沈線束を巡らし、胴部又様帯と区別する。内外面とも、灰

化物が多足に付名している。焼成良好で、内面は丁寧に歴かれている。 36は直立ない しは外反する口縁部n・
で、不規則な条線文が横位に施されている。外面の一部に炭化物が付沿し、胎土に砂粒を多滋に含む。37は

深鉢の頸部片で、剌突のある突帯がめぐる。 38~41は深鉢胴部片で、38は刺突文を施し、39~41は撚糸文

が施される。 41の外而には炭化物が付舒している。

本群は三十稲場式～南三十稲場式に対比される。

2 . 石 器 （第 11図 42、 図版 6)

双部を杓T欠捐するが、現在長3.4cm・輻〇.8cm・J'iさ0.6cmを測る尖晶の棒状右鏃である（石錐の可能

性もある）。断面は菱形を星する。 石府は頁岩である。その形態的特徴から、本迫跡では第m群 I・器に伴うも

のと考えられる。

3. 土師器 （第 11図 43、 図 版 6)

翡あるいは壺形土器の届部破片と思われる。調整は、外面ヨコハケ ・タテハケ、内面はヨコハケが見られ

る。輪栢み脹をとどめる。焼成は良好で、外面に二次焼成を受ける。詳細な時期は不明だが、細かいハケの

特徴などから、弥生土器～古式←一1-.師恭の可能性がある。

4. 中世陶器 （第 11図 44・ 45、 図版6)

44は、越jjij焼甕のH部片で、外面に磨滅してはっきりしないが格子文の押印が捺されている。外面は暗赤

褐色、内面は黒褐色を呈する。年代はおおむね 14~15世紀に属すると思われる。 45は珠洲焼喪の体部片で

ある。内面には楕円形の押圧痕、外面には斜位方向で、やや輻太のしっかりしたタタキ目が見られる。また、

外面には自然釉がかかっている。タタキ目などの特徴から吉岡編年IV期（吉岡 1989)の所賄と考えられる。

註

(1)「）)LI茂市史』 上巻P49図版1収録の番号2と番号 17の資料については所在不明、図版lの番け7、P50区l

版2の番号22と番号29の資料については再録していない。
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第v章 自然科学分析

縄文時代中期の植物遺体の同定

パリノ・サーヴェイ株式会社

1 . はじめに

加戊di役｝折逍跡は、加茂川が丘陵地から信屈川右岸の沖積平野に流れ出た付近に{、:,:紺する。本追跡は、昭

和30年に行われた市役所本館建築の際にその存在が明らかとなり、縄文土器や植物逍体等が採取された。ま

た、今回行われた発掘調査では、地表下3~4mの冑灰色砂例土中から縄文時代中期前半の遺物と共に植物逍

体が検出された。

本報告では、昭和30年と今回の発掘で出ゴ：した植物造体（木材・種実）の種類を明らかにし、当該期の古

梢牛について検討する。

2 . 樹種同定 （図版5・ 7・ 8)

(1)試料

試料は、胄灰色砂質土 （第XIV屈）中から出土した流木3点（自然木No.1,自然木No.2,自然木片タッパー②）、

ll{l和30年に出土した炭化材（昭和30年出土炭化材）および種実試料（昭和30年出土植物種子類）中に入っ

ていた炭化材である。

(2)方 法

剃刀の刃を用いて、試料の木口 （横断R)・柾目 （放射断面）・板目 （接線断面）の3断（紺の徒手切片を作製

し、ガム・クロラール（抱水クロラール， アラビアゴム粉末， グリセリン， 蒸留水の混合液）で封入し、プ

レバラートを作製する。作製したプレパラートは、 生物顧微競で木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。

炭化材は、木ロ ・柾目・板目の割断面を作成し、実体顕微鏡および走査型電子覇微鋭（無蒸沿 ・反射弔子

検出型）を用いて木材組織を観察し、種類を同定する。

(3)結果

樹種同定結果を第3表に示す。昭和30年出土梢物種子類中の炭化材には、 2種類が認められたため、 a,bに

分けて表記した。出土した木材試料には、ヤナギ属 ・クリ ・ヤマグワ・サクラ9戎の4種類が認められた。各種

類の解剖学的特徴などを以下に記す。

・ヤナギ属 (SaJJzsp.) ヤナギ科

散孔材で、大型の道管が年輪全体にほぼ一様に分布する。道菅は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。

放射組織は異性、単列、 1~15細胞高。木材組織の形態から、試料は根材と考えられる。

・ク リ (Castaneacrenata Sieb. et Zucc.) プナ科クリ属

環孔材で孔隅部は 1~4列、孔瀾外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道菅は単
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3. 種 火 同定

穿子Lを有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1~15細胞翡。

・ヤマグワ (Jlorusaustralis Poi ret) クワ科クワ属

閲孔材で孔圏部は 1~5
第3表樹種同定結果

列、晩材部へ向かって着

径を漸減させ、のち塊状

に複合する。迅行は単穿

孔を有 し、壁孔は密に交

互状に配列、小逍管内壁

にはらせん肥原が認めら

れる。放射組織は異性II

試 料 名

昭和30年出土炭化材

昭和30年出土植物種子類,,」の炭化材

白然木No.1

目然木No.2

自然木片タッパー②

~ ill和、1~6細胞幅、1~50細胞高で、しばしは結晶を含む。

・サクラ属 (Prunussp.) バラ科

時 代

縄文時代中期1)ij半

縄文時代中期前半

縄文時代中期前半

縄文時代ljI期前半

縄文時代中期前半

樹種名

クリ

a: ヤマグワ

b: サクラ／岳

ヤマグワ

クリ

ヤナギ／函（根材）

散孔材で、逍管は弟独または 2~8個が複合、晩材部へ向かって管径を漸減させる。道秤は1'p_穿孔を有し、

壁孔は交互状に配列、内壁にはらせん肥匝が認められる。放射糾織は沢性m型、1~3細胞輻、 1~30細胞高。

木材糾織の形態から、サクラ屈の中でも落菜性のサクラ亜屈やウワミズザクラi!EIぶと考えられる。

3. 種実同定 （図版9)

(1)試 料

試料は、昭和30年に検出された試料（昭和30年出土梢物種子類）と、今回の発掘調査で出土した試料 （タ

ッパー①）の2点である。

(2)方法

肉眼あるいは双眼実体顕微鋭下でその形態的特徴から種類を同定する。

(3)結果

同定された種実逍体の種類ならびに特徴について以下に示す。

・オニグルミ (Juglans●sndshuri ca Maxim. subsp. si eboldisna (Maxim) Kitamura) 

クルミ科クルミ属

核が5個検出された。褐灰色。大きさは3cm程度。側面の両側に縫合線が発述する。広卵形で、基部は丸

くな っているが先瑶部は尖る。表面は流いしわ状となり、縦方向に溝が走っている。

・プナ (Fsguscrena ts Bl um e) プナ科プナ属

殻斗ならびに果実が13個検出された。殻斗は乾煤により 4つに裂開し、大きさ 2cm程段。背面には多数の

総巷片が突起状に並ぶ。果実は 3陵形で大きさ 1cm程度。表面が乾蝕により劣化する。

・コプシ (Jlsgnoriskobus DC.) モクレン科モクレン属

種子が1個検出された。横に広い心形で大きさは8mm程度。種皮はff;[<堅い。下端に大きなまるい「へそ」

がある。腹面の中心に大きなくぼみがある。背面には浅い筋が存在する。

・ホウノキ (J/sgnorisobovsts Thunb.) モクレン科モクレン属

種子が1個検出された。偏平で大きさは8mm程度。種皮は厚く堅い。 ド端からすこし腹面よりにずれたと

ころに大きなまるい 「へそ」がある。腹面の中心に大きなくぼみがある。背面には比較的深い筋が存在する。
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・トチノキ (Aesculusturbinata Bl u冒e.) トチノキ科トチノキ属

種皮および果実が38個検出された。いびつな球形で、大きさは3cm程度。種皮は薄く堅い。表面は黒色、

平滑で光沢のある部分と、黒褐色でざらっく部分とがある。果実として検出されるのはすぺて幼果である。ま

た、成熟したものの果皮もいくつか存在する。果皮は3裂し、表面はざらつく。肉駆で弾力がある。

・エゴノキ属 (Styrazsp.) エゴノキ科エゴノキ属

核が11個検出された。灰黒色。側面観は楕円形、 上面観は円形。大きさは 15mm程度。下端に大きな 「ヘ

そ」があり、 表面に3本の浅い溝がある。核は厚 く硬い。

4. 考察

検出された種実は、いずれも完形に近く、表面が磨耗していることから、 周囲から流されて堆梢したもの

とみられる。このことから、周囲にこれらの植物が生育していたことが推定される。植物遺体のうち、材で

確認されたクリと、種実で確認されたプナ・オニグルミ・トチノキは、古くから食用として利用されていた

種類であり、各地の縄文時代の遺跡から多くの検出例がある。本地域においても、これらの種実が食用とさ

れていた可能性がある。また、材のみ検出されたクリについても、これまでの報告例等を考慮すれば、種実

を食用としていた可能性が高い。これらのうち、トチノキは食用に際して「あくぬき」が必要となるが、こ

の技術は縄文時代中期以降に一般化したといわれている（渡辺.1984)。またクリの材は、縄文時代の住居構

築材や燃料材に多数確認され（千野,1983,1991 ; 高橋・植木， 1994)、特に関東地方 ・北陸地方 ・東北地方

で顕著である。このことから、本地域においても縄文時代にクリが様々な用途に用いられていたと推定され

る。

遺跡を囲む周辺植生との関係をみると、 今回の調査で確認された種類は、後背山地（加茂山公園）の梢物

相 （加茂地区理科教育センター,1985)とほぼ一致するが、プナやトチノキが見られないなどの違いもある。

プナは冷温帯極相林の代表的な種類であるが、現在加茂山周辺は人為的影響による代償植生が発達している

ことから（宮脇・奥田.1985)、プナはみられない。しかし、加茂山周辺の潜在自然植生（人為的影響などが

加わらない自然な状態を仮定した場合の植生）はプナ林になるといわれている（宮脇ほか， 1985)。今回の結

果から見ると、縄文時代の後背山地（加茂山など）にはプナやトチノキなどが生育していたことが考えられ、

後背山地には過度の人為的影響が及んでいなかったことが示唆される。
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第VI?;'t まと め

第VI章 ま と め

1 . 第 I群土器（縄文中期前葉）について

本追跡から、蚊も多益に出土している土器は第 I群土器で、縄文巾期前菜に比定される。新潟県における

縄文中期jjij築の様相は、 いわゆる新保•新崎式土器様式と呼称される北陸系士器群が佐渡を含めた海岸 • 平

野部を中心に展開し、それに東北系・中部高地系土器群が加わることが明らかにされている（寺崎1989)。ま

た、該期を含む中期土器編年は、本遺跡が所在する行政区域（中越地ガ）の土器を中心に組み立てられ、そ

の研究史を総括した業組も発表され（富樫 • 佐藤 1985)、行料も比較的牲1i1である。ここでは、その後北陸

地方（主に石川原）で組み立てられた編年（加藤 1988など）に依拠しつつ、新潟県でもいくつか発表された

編年案に照らし、第 I群土器の編年的位罹づけについて考察してみたい。

辿初に第 1群土器の総体的な特徴を概観する。器種はすぺて深鉢である。恭形は全体を窺えるものはない

が、円筒状を呈すると考えられる。口縁部の形態は、平口縁が主で、小突起のつくもの、波状口縁を呈する

ものが少数ながら存在する。口縁部および頸部に半戟竹管による半隆起線文、辿続爪形文を施文することを

特徴とし、本時期に見られる蓮華文は欠落する。口縁部に無文帯を残すもの、縄文を施文するもの両者とも

認められる。胴部文様は格子目文なども見られるが、縄文地上に縦位の沈線を垂下させたものが多い。 木目

状撚糸文などは認められない。胎土に金雲母を含む個体が散見される。異系統の土器は存在しない。

以下、上記の特徴を踏まえ巻町大沢追跡（前山 1990)や見附市山崎A迫跡（金子ほか 1991)でK可位的に

確認された土器群をもとに作成された該期の編年案に対比させてみたい。

まず、巻lffJ大沢迫跡では、前期最終末～中期前菜新段階を !~ill期士沿群に分類し、 m期を新崎式に対比

させ、新l日に二分できる可能性を示している。 ma期は蓮華又や無文帝内楔状刻El文の欠落、連続爪形文の施

文などを特徴とするとされ、本追跡第 1群土器と類似した様相が短える。見附市山崎A逍跡では、該期を l~

7期に区分し、各地域の編年と対応させた編年表を提ホされた。本辿跡第1m±器は、胴部への木目状撚糸文

や羽状縄文施又の・消滅、半隆起線の多条化、爪形文が普辿的に観察されるなどを指標とした第4期に対応でき

る。 第 4期の基~ff料のひとつとして田上町古届敷逍跡（中島ほか 1976) がぷげられているが、報告の中で

時間的必異を持つとされ分類された、古屋敷A・古屋敷Bのうち、古屋敷Bに分類された土器群と様相をほ

ぼ同じくする（田上HIT古屋敷追跡の土器は、実見した範囲では黄橙色を星 し、焼9戎良好なものが多い。本辿

跡との様相必に注意しておきたい）。

以上から、詳細な発掘調査の結果、検出された資料ではなく、舒料数も少ないが、本辿跡第 I群土器は巻

町大沢遺跡ma期 ・ 見附市山崎A追跡第4期に対比され、 新保 • 新崎式土器第W様式（加藤 1988) に含まれ

る一時期を形成した土器群と考えられる。

2. 遺跡の性格について

本追跡における全体調査面栢は、今回の発掘調杏面積約50m', ll{l和30年調究面栢約 IIO rn'あわせて 160

吋にすぎず、また、十分な調査であったとは言いがたい面もあることから、辿跡の性格について論ずるには、

はなはだ情報不足である。ここでは限られた情報からではあるが、将米の発掘調介の一視点となるよう、予

察の意味もこめて今後の課題を提示し、まとめとしたい。

昭和30年に現地指導を行った中村孝三郎氏は、『根立逍跡』（中村 1975)のなかで、本遺跡の状況につい

て 「北側の側壁4.5mの深い地点に、幅6~7mくらいにわたって、 古い時代の生活痕跡をしめす生なましい
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2. 遺跡の性格について

包含迫物のレンズ状を呈した圏土の断面が、鮮かに掘り出されていたことであり、その中には炉址とみられ

る焼土、焼石、細かい木炭粒、かなりの縄文中期初頭の爪形文上器を主点とした千石原式から馬謁式にわた

る土器片々が狭在していた」と記されている。その中の「レンズ状を呈 したIi叶土の断面」、 「炉址とみられる

焼ヒ、焼石、細かい木炭粒」が何らかの住居痕跡だったとすればある一定期間、本地点に居を構え、活動を

行っていたことが想定されよう。

しかし、今回と以前の調査においても、現地表下約4mの暗黒色土囲から土器を中心として、植物種子、炭

化材などが出土しているが、明確な造構は検出されていない。また、石器などの遺物も本追跡の主体時期で

ある縄文中期1Jij築に限っても皆無である。このよう な逍物の出土状況と追跡が丘陵縁辺の裾部に位削し、谷

すじ沿いの低湿地に近接して立地していたと想定され、居住施設を築くには適さない棗境下にあったと見ら

れることなどから、明確な居住痕跡をとどめているとは考えにくい。むしろ、居住地とは別種の機能を有し

た逍跡と考えるほうが妥当と思われる。

いずれにしても、本迪跡の後窃地には加茂1L1、約200m先の眼fiijには加茂川が存在し、その加茂山には約

500種近い植物が確認され、各地の縄文時代の遺跡から食料残滓として検出される種類も多数生息している（加

茂市教育委員会ほか 1985)。残念なから、本遺跡出土の植物遺体は詳細な出土状況が不明であり、種実は自

然科学分析結果では周囲から流されて堆栢したと見られることなどから、縄文人の植物採集活動を示す、栢

極的な根拠は見出せない。しかし、本追跡後西に存在する加茂山に対する採集活動が行われていたことを想

疋することは容易であろう。本追跡は周囲の目然煤境を有効に利用する一環として、湿淵地に位匝した一辿

跡と考えておきたい。

さらに、本迫跡の性格について考える際に本迫跡周辺に存在する同時期の逍跡との関係を無視することは

できない。詳細な時期はィゞ明であるが、本辺跡から南東約 150mに位附する遊翌場辿跡（第6図8)が仕届設

常可能と考えられる地質構造の：女定した台地に存在しており、本逍跡との関連性を無視できない追跡である。

その他の加茂山地内あるいは周辺における縄文期の逍跡は希池な分布状況を示 し、本追跡と利機的関係を持

つ迫跡は見い出し難い。しかし、地形上から居住域として利用uJ能なところはあり、今後、加茂山地内およ

び周辺地域での縄文期の追跡発見が大きな課迎と なろう。本逍跡の範囲は確認されていないが、特に、本迫

跡から緩領斜でヒった青海神社壕内地内での縄文期の迫物発見に留意したい。また、信ね川の支流である加

茂川流域沿いでは、本追跡から南束約6kmの台地上に位紅する松ケ沢辿跡（第6図26)で中期前葉期の土器

が採取されているのみであり、 現段階では該期の逍跡は希薄である。むしろ、第7図に示した束山丘陵西側縁

辺部沿い域に該期の迎跡が多 く確認されていることから、やや広い範囲で諸様相を検討する必要もあるであ

ろう。

縄文中期前菓ののち、中期中菜、後期前葉と断続的に土器が見られ、各期に何らかの土地利用があったこ

とが窺える。後期前薬以降長期の空白があり、古代 ・中世の追物が散見される。発掘調査以前にかなり掘削

されていたことから、古代・中世期の追跡の在り方は全く不明であ ったが、該期の逍物は微岱であることや

弘化3年 (1846)に描かれた肖洵神社境内絵図によれば、本迫跡地一帯は池になっていたこと（関1983)な

どから、辿構が存在する可能性は低い。占代・ 1―,,世期の逍物は、自然営力により本追跡南方」；部に位附する

胄洵神社辿跡から流入したものと考えられる。

以上、佃かばかりの在料から思いつくまま述べてきたが、本逍跡は、発掘調査而栢が極めて小さく 、造跡

の規模、内容などほとんどが不明である。しかしながら、加茂市にと って、 本辿跡は学史的にも占くから研

究者の注Hを浴び、立地条件からも豊富な逍物を包含する ことが想定され、印要な辿跡と考えられる。現在

本追跡地内一帯は道路建設や宅地化が進み当面は緊急の発掘調査が行われることはないであろうが、しかる

ペきときは、しっかりとした体制で発掘調査を行い、詳細が把握されることを期待したい。

最後に、寺崎裕助氏、前l山精明氏、八百枝茂氏をはじめ多くの方々からご教示を賜りましたが、十分にま

とめきれなかった。改めて御礼申し上げるとともに、筆者の非力をお詫びいたします。
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発行日 平成7年3月31日

加茂市文化財調査報告 (5)
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物遺体を検出
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